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図1　世界の自然災害発生件数と被害額

（出所）　EM-DAT（http://www.emdat.be/）のデータをもとに筆者作成。
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奪
う
も
の
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
開
発

お
よ
び
人
間
の
安
全
保
障
上
の
大
き
な

脅
威
で
あ
る
。
図
１
に
示
す
と
お
り
、

世
界
の
自
然
災
害
発
生
数
は
一
九
七
〇

年
代
か
ら
急
増
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
開
発
途
上
国
は
自
然
災
害

に
対
す
る
脆
弱
性
が
高
く
、
後
発
開
発

途
上
国
で
発
生
す
る
自
然
災
害
は
全
世

界
の
一
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
が
、
死
者

の
数
で
は
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
そ

の
原
因
と
し
て
は
、
途
上
国
で
は
災
害

に
強
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
構
造
物
対
策

が
進
ま
な
い
こ
と
、
行
政
の
能
力
が
不

足
し
て
災
害
発
生
時
の
対
応
が
十
分
で

な
い
こ
と
、
人
口
の
増
加
と
都
市
へ
の

集
中
、
特
に
被
害
を
受
け
や
す
い
海
岸

や
河
川
敷
な
ど
に
都
市
が
拡
大
し
、
貧

困
層
が
多
く
居
住
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

な
か
で
も
、
太
平
洋
や
カ
リ
ブ
地
域

な
ど
の
小
島
嶼
開
発
途
上
国
は
、
海
を

隔
て
て
近
隣
国
か
ら
離
れ
て
い
る
「
隔

絶
性
」、
国
内
に
多
く
の
離
島
を
抱
え

て
い
る
「
遠
隔
性
」、
国
土
、
人
口
お

よ
び
経
済
規
模
が
極
め
て
小
さ
い
「
狭

小
性
」
と
い
う
不
利
性
を
抱
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
特
徴
は
災
害
や
気
候
変
動
へ

の
対
応
を
、
他
の
途
上
国
以
上
に
困
難

に
し
て
い
る
。

　

太
平
洋
島
嶼
国
で
顕
著
な
自
然
災
害

は
、
地
震
・
津
波
と
火
山
噴
火
、
そ
れ

に
台
風
・
サ
イ
ク
ロ
ン
で
あ
り
、
国
土

面
積
に
比
較
し
て
長
い
海
岸
線
と
低
平

な
国
土
と
い
う
特
徴
も
あ
っ
て
、
一
度

の
災
害
で
国
土
の
大
半
が
被
災
し
、
国

全
体
が
機
能
停
止
す
る
ほ
ど
の
被
害
を

受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
小
規

模
ゆ
え
に
政
府
の
対
応
能
力
が
限
ら
れ

る
な
か
、
海
洋
で
隔
絶
さ
れ
て
い
る
た

め
に
外
部
か
ら
の
支
援
の
手
も
届
き
に

く
い
。
こ
の
よ
う
に
太
平
洋
島
嶼
国
は

自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
ま
た
一

旦
災
害
が
発
生
し
た
時
の
対
応
も
容
易

で
は
な
い
。

●
国
際
社
会
に
よ
る
認
識

　
「
国
連
大
学
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

平
和
研
究
所
」
が
発
表
し
て
い
る
「
世

界
リ
ス
ク
指
標
」
で
は
、
世
界
の
自
然

災
害
リ
ス
ク
上
位
一
〇
カ
国
の
う
ち
、

太
平
洋
島
嶼
国
が
四
つ
を
占
め
て
い
る

（
表
１
）。
小
島
嶼
開
発
途
上
国
は
脆
弱

で
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
国
家
群
と
し

て
、
国
連
の
各
種
決
議
に
も
明
記
さ
れ
、

国
際
社
会
で
も
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
三
月
に
宮
城
県
仙
台
市

で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
国
連
防
災
世
界

会
議
は
、
世
界
一
八
七
カ
国
の
政
府
、

八
〇
の
国
際
機
関
が
参
加
す
る
大
規
模

な
も
の
と
な
っ
た
。
同
世
界
会
議
は
国

際
的
な
防
災
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
を

目
的
に
一
九
九
四
年
に
第
一
回
会
合
が

横
浜
市
で
開
催
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
に

神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
会
合
で

は
国
際
的
な
防
災
の
取
組
指
針
で
あ
る

兵
庫
行
動
枠
組
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

兵
庫
枠
組
で
は
小
島
嶼
開
発
途
上
国
の

表１　世界の災害リスク・ランキング
順位 国　　　　名

1 バヌアツ
2 フィリピン
3 トンガ
4 グァテマラ
5 バングラデシュ
6 ソロモン諸島
7 コスタリカ
8 エルサルバドル
9 カンボジア

10 パプアニューギニア

（注）　青字は太平洋島嶼国。
（出所）�　国連大学サステナビリティと平和研究所　世

界リスク報告2014（UNU-EHS, World Risk Report 
2014）をもとに筆者作成。

●
小
島
嶼
国
の
脆
弱
性

　

災
害
は
生
命
や
財
産
、
地
域
が
積
み

重
ね
て
き
た
社
会
資
本
を
一
瞬
に
し
て

◤特　集◢
太平洋島嶼国の

持続的開発と国際関係
　

太
平
洋
島
嶼
国
と
自
然
災
害

―
脆
弱
性
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
―

三
村
　
悟
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災
害
脆
弱
性
に
配
慮
す
る
と
記
述
さ
れ

た
が
、
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
は
言

及
が
な
か
っ
た
。
仙
台
で
の
第
三
回
会

合
で
採
択
さ
れ
た
成
果
文
書
、
仙
台
防

災
枠
組
で
は
、
小
島
嶼
国
に
関
す
る
記

述
は
六
つ
の
条
項
に
登
場
し
、
災
害
脆

弱
性
へ
の
配
慮
に
と
ど
ま
ら
ず
、
気
候

変
動
に
よ
る
影
響
と
、
国
際
社
会
か
ら

の
支
援
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
、
よ
り

強
い
表
現
で
、
小
島
嶼
国
へ
の
防
災
支

援
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
た
。

●
気
候
変
動
の
太
平
洋
島
嶼
へ
の

影
響

　

二
〇
一
四
年
に
発
表
さ
れ
た
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
第
五
次
報

告
で
は
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
っ
て
、

一
九
〇
一
年
以
降
、
世
界
の
平
均
海
面

水
位
は
年
平
均
一
・
五
〜
一
・
九
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
上
昇
し
て
お
り
、
一
九
九
三

年
以
降
は
上
昇
率
が
さ
ら
に
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
ま
た
、

荒
天
や
そ
れ
に
と
も
な
う
高
潮
の
被
害

が
深
刻
化
す
る
懸
念
が
示
さ
れ
た
。
海

に
囲
ま
れ
標
高
が
低
い
太
平
洋
島
嶼
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
海
面
上
昇
や
高
潮
に

よ
る
影
響
を
強
く
受
け
る
。
サ
イ
ク
ロ

ン
と
高
潮
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
も
多
く

の
被
害
を
受
け
て
き
た
が
、
気
候
変
動

に
よ
っ
て
海
面
の
上
昇
に
加
え
サ
イ
ク

ロ
ン
・
台
風
の
大
型
化
が
進
む
と
、
被

害
は
さ
ら
に
増
大
す
る
。
こ
の
よ
う
に

気
候
変
動
は
太
平
洋
島
嶼
国
の
災
害
リ

ス
ク
を
確
実
に
高
め
る
方
向
で
作
用
す

る
こ
と
か
ら
、
適
応
策
と
し
て
の
防
災

の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
状
況
を
踏
ま

え
、
実
際
の
太
平
洋
島
嶼
国
で
の
自
然

災
害
の
被
害
と
人
々
の
対
応
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
、
筆
者
が
現
地
調
査

を
行
っ
た
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と
バ
ヌ
ア
ツ

の
、
津
波
と
サ
イ
ク
ロ
ン
の
実
例
を
以

下
に
紹
介
す
る
。

●
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
・
テ
モ
ツ
州
地

震
・
津
波

　

テ
モ
ツ
州
は
人
口
二
万
一
〇
〇
〇
人
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
国
の
最
東
端
で
あ
る
サ

ン
タ
ク
ル
ス
諸
島
を
中
心
と
す
る
一
二

の
島
嶼
群
で
あ
る
。
現
地
時
間
二
〇
一

三
年
二
月
六
日
の
正
午
過
ぎ
に
、
州
都

の
あ
る
ネ
ン
ド
ー
島
の
西
北
西
三
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
八
の
地
震
が
発
生
、
ネ
ン
ド
ー

島
と
そ
の
近
隣
の
島
々
に
強
い
揺
れ
を

も
た
ら
し
た
。
そ
の
数
分
か
ら
十
数
分

後
、
ネ
ン
ド
ー
島
各
地
に
津
波
が
襲
来
、

同
島
の
西
岸
各
地
で
は
三
メ
ー
ト
ル
以

上
の
高
さ
に
津
波
の
痕
跡
が
残
っ
て
お

り
、
ま
た
各
地
で
ヤ
シ
の
木
の
高
さ

（
約
六
メ
ー
ト
ル
）
の
津
波
の
目
撃
証

言
が
あ
っ
た
。

　

被
害
の
状
況
は
、
九
人
が
死
亡
、
負

傷
者
が
一
六
人
、
島
内
全
家
屋
の
半
分

に
あ
た
る
一
〇
〇
〇
戸
以
上
が
被
害
を

受
け
、
う
ち
五
八
一
戸
が
全
壊
し
た
。

こ
の
災
害
に
よ
り
全
島
民
一
万
一
〇
〇

〇
人
の
四
割
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

●
災
害
発
生
前
の
備
え
と
発
災
時

の
住
民
の
行
動

　

被
災
住
民
か
ら
被
災
前
の
津
波
に
対

す
る
認
識
お
よ
び
被
災
時
の
状
況
と
行

動
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
住
民
が
今
回
の
津
波

発
生
の
数
週
間
前
ま
で
に
、
教
会
な
ど

で
東
日
本
大
震
災
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
、

津
波
に
対
す
る
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受

け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

高
台
避
難
の
た
め
の
経
路
の
確
認
も
行

わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
住
民
が
こ
れ
に

従
っ
て
迅
速
に
避
難
し
て
い
た
。

　

ま
た
住
民
の
多
く
が
、「
急
に
潮
が

引
い
た
り
、
鳥
や
動
物
が
騒
い
だ
時
に

は
高
台
に
逃
げ
ろ
」
と
い
っ
た
伝
承
を

知
っ
て
い
た
。
前
回
ネ
ン
ド
ー
島
が
津

波
に
被
災
し
た
の
は
一
〇
〇
年
以
上
前

と
い
わ
れ
て
お
り
、
住
民
に
津
波
の
実

体
験
は
な
い
が
、
か
つ
て
の
災
害
の
教

訓
が
後
の
世
代
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

　

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
は
就
学
率
や
識
字
率

と
い
っ
た
教
育
に
関
す
る
指
標
は
地
域

の
な
か
で
も
最
も
低
い
。
さ
ら
に
ネ
ン

ド
ー
島
は
離
島
で
あ
り
、
島
内
で
は
中

学
校
以
上
の
教
育
機
会
が
な
い
状
況
で

あ
り
な
が
ら
も
、
ビ
デ
オ
な
ど
を
用
い

た
防
災
教
育
は
被
害
軽
減
に
有
効
で
あ

っ
た
。

●
犠
牲
者
が
少
な
か
っ
た
要
因

　

こ
の
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
は
九
人
で
、

津
波
の
規
模
を
考
え
る
と
全
体
の
被
災

者
数
に
対
す
る
割
合
は
低
い
と
い
え
る
。

　

地
震
が
発
生
し
た
の
は
現
地
時
間
の

昼
過
ぎ
で
、
津
波
の
到
達
は
強
い
揺
れ

か
ら
数
分
か
ら
十
数
分
後
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
は
平
日
で
あ
り
、
児
童
は
学
校

に
、
成
人
の
多
く
は
畑
仕
事
な
ど
で
家

の
外
に
出
て
い
た
。
政
府
か
ら
津
波
警

報
が
出
さ
れ
た
の
は
す
で
に
津
波
が
到

達
し
た
後
で
あ
り
、
住
民
に
は
ま
っ
た

く
警
報
は
届
か
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
り
海

面
の
様
子
を
見
た
り
し
た
住
民
が
他
の

住
民
に
避
難
を
呼
び
か
け
な
が
ら
逃
げ

た
こ
と
、
近
隣
住
民
が
高
齢
者
な
ど
要

援
護
者
を
助
け
な
が
ら
高
台
に
登
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
逃
げ
遅
れ
る
人
が
ほ
と

ん
ど
出
な
か
っ
た
。

●
バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
サ
イ
ク
ロ

ン
・
パ
ム

　

バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
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ア
の
北
東
に
位
置
す
る
、
約
八
〇
の

島
々
か
ら
な
る
島
嶼
国
で
、
総
面
積
が

新
潟
県
と
ほ
ぼ
同
じ
一
万
二
〇
〇
〇
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
国
土
に
二
七
万
人

が
居
住
し
て
い
る
。
地
理
的
に
サ
イ
ク

ロ
ン
や
地
震
な
ど
の
災
害
が
多
く
、
先

述
の
「
世
界
リ
ス
ク
指
標
」
に
お
い
て

世
界
で
最
も
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
高

い
国
と
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
三
月
八
日
に
南
太
平
洋

で
発
生
し
た
熱
帯
低
気
圧
は
、
翌
九
日

に
は
サ
イ
ク
ロ
ン
・
パ
ム
と
命
名
さ
れ
、

一
三
日
夕
方
に
バ
ヌ
ア
ツ
の
首
都
、
ポ

ー
ト
ビ
ラ
の
あ
る
エ
フ
ァ
テ
島
に
上
陸

し
た
と
き
に
は
国
際
分
類
で
最
大
規
模

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
５
に
分
類
さ
れ
る
巨
大

低
気
圧
と
な
っ
た
。
サ
イ
ク
ロ
ン
は
エ

フ
ァ
テ
島
か
ら
南
の
エ
ロ
マ
ン
ゴ
島
、

タ
ン
ナ
島
に
沿
っ
て
移
動
し
、
時
速
三

〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
秒
速
八
三
メ
ー

ト
ル
）
の
強
風
と
高
潮
に
よ
り
、
損
壊

し
た
建
物
・
家
屋
は
一
万
七
〇
〇
〇
棟
、

全
人
口
の
半
分
以
上
と
な
る
一
八
万
八

〇
〇
〇
人
が
被
災
す
る
と
い
う
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
島
々
で
は
強
風
と
高
潮
に

よ
り
沿
岸
部
の
家
屋
が
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
る
一
方
、
犠
牲
者
は
一
一
人
に

と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
は
二
〇
一
三
年
に

や
は
り
カ
テ
ゴ
リ
ー
５
の
巨
大
台
風
ハ

イ
ア
ン
に
よ
り
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
犠

牲
者
を
出
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ

島
の
状
況
に
比
較
す
る
と
、
人
的
被
害

と
し
て
は
軽
微
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

両
被
災
地
の
現
地
調
査
を
通
じ
て
判
明

し
た
、
被
害
の
程
度
を
分
け
た
要
因
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
災
害
と
の
比
較

　

台
風
ハ
イ
ア
ン
は
現
地
時
間
の
二
〇

一
三
年
一
一
月
八
日
早
朝
に
レ
イ
テ
島

に
接
近
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
気
象
局
は
前
日

七
日
の
夕
刻
、
台
風
と
高
潮
の
警
報
を

発
表
し
避
難
を
促
し
て
い
た
。
警
報
は

住
民
に
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
の
、
多
く

の
住
民
が
高
台
の
避
難
所
に
移
動
せ
ず
、

海
岸
近
く
の
自
宅
に
残
っ
て
い
る
間
に
、

身
動
き
が
取
れ
な
く
な
り
犠
牲
と
な
っ

た
。
住
民
か
ら
は
、
高
潮
警
報
は
聞
い

た
も
の
の
、「
高
潮
」
と
い
う
現
象
が

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
危
険
を
及
ぼ
す

も
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う

声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
警
報
を

受
け
て
も
、
避
難
に
よ
り
家
を
空
け
る

間
に
盗
難
に
あ
う
こ
と
を
恐
れ
逃
げ
遅

れ
た
事
例
も
多
い
。
一
方
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
リ
ー
ダ
ー
が
住
民
に
対
し
て
強

く
避
難
を
促
し
た
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど

犠
牲
者
を
出
さ
な
か
っ
た
地
区
も
あ
る
。

警
報
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
、
そ
し

て
近
隣
住
民
と
の
信
頼
関
係
や
リ
ー
ダ

ー
の
存
在
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

危
機
対
応
能
力
が
、
被
害
の
規
模
に
大

き
く
影
響
し
て
い
る
。

　

一
方
、
バ
ヌ
ア
ツ
で
の
サ
イ
ク
ロ

ン
・
パ
ム
襲
来
時
の
対
応
を
、
政
府
機

関
や
被
災
住
民
に
聞
き
取
り
し
た
と
こ

ろ
、
サ
イ
ク
ロ
ン
の
警
報
は
事
前
に
ラ

ジ
オ
や
携
帯
メ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
住

民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
今
後
予
想
さ
れ
る
サ
イ
ク
ロ
ン
の

経
路
や
被
害
に
つ
い
て
も
、「
サ
イ
ク

ロ
ン
・
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
・
マ
ッ
プ
」
と

呼
ば
れ
る
簡
単
な
ツ
ー
ル
で
広
く
理
解

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ツ
ー
ル
は
マ
ス
目

で
区
切
ら
れ
た
地
図
の
周
囲
に
、
サ
イ

ク
ロ
ン
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ

る
被
害
と
取
る
べ
き
行
動
が
イ
ラ
ス
ト

で
描
か
れ
て
い
る
一
枚
紙
で
、
現
地
の

電
話
帳
に
も
綴
り
込
ま
れ
て
い
る
。
住

民
は
ラ
ジ
オ
放
送
を
も
と
に
サ
イ
ク
ロ

ン
の
進
路
を
シ
ー
ト
上
で
確
認
す
る
と

と
も
に
、
今
後
予
想
さ
れ
る
被
害
と
今

と
る
べ
き
対
応
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

離
島
や
村
落
部
で
は
、
一
般
的
な
木

造
高
床
式
の
家
屋
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
造
で
ト
タ
ン
葺
き
の
学
校
の

校
舎
に
倒
壊
や
屋
根
が
吹
き
飛
ば
さ
れ

る
な
ど
の
被
害
が
出
る
な
か
、
垂
直
の

側
壁
を
な
く
し
柱
を
ア
ン
カ
ー
と
し
て

直
接
地
面
に
打
ち
付
け
た
構
造
の
伝
統

的
な
様
式
の
建
物
は
強
風
に
耐
え
て
、

住
民
は
こ
の
建
物
に
集
ま
っ
て
難
を
逃

れ
た
（
表
紙
写
真
参
照
）。
こ
の
様
式

の
建
物
は
堅
牢
で
は
あ
る
が
、
湿
気
が

多
く
天
井
も
低
い
た
め
、
近
年
で
は
住

居
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
サ
イ
ク
ロ
ン
に
強

い
こ
と
を
住
民
は
理
解
し
て
お
り
、
集

落
に
一
つ
は
こ
の
よ
う
な
建
物
を
残
し

て
普
段
は
倉
庫
と
し
て
、
サ
イ
ク
ロ
ン

が
襲
来
し
た
時
に
は
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し

て
利
用
し
て
い
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
台
風
ハ
イ
ア
ン
と
バ

ヌ
ア
ツ
の
サ
イ
ク
ロ
ン
・
パ
ム
で
は
、と

も
に
事
前
の
警
報
が
出
て
い
た
が
、
そ

の
内
容
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
行
動
、

ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
住
民
同

バヌアツ　サイクロン・トラッキング・マップ（バヌアツ気象局
にて筆者撮影）
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士
の
互
助
関
係
と
経
験
に
基
づ
い
た
対

応
と
い
っ
た
こ
と
が
、
両
者
の
被
害
状

況
の
差
を
生
む
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

●
太
平
洋
島
嶼
国
で
の
自
助
・
共

助
・
公
助

　

災
害
が
発
生
し
た
時
の
対
応
は
、
自

分
や
家
族
の
身
を
守
る
（
自
助
）、
隣

近
所
や
地
域
の
助
け
合
い
（
共
助
）、

国
や
自
治
体
な
ど
公
的
機
関
に
よ
る
対

応
（
公
助
）
の
三
つ
の
組
み
合
わ
せ
で

考
え
る
。

　

太
平
洋
島
嶼
各
国
の
状
況
を
み
る
と
、

平
時
に
お
い
て
も
政
府
・
行
政
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
不
足
は
か
ね
て
よ
り
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
災
害
時
の
行
政

に
よ
る
対
応
に
つ
い
て
は
な
お
さ
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
緊
急
救
援

も
、
地
理
的
に
遠
隔
で
あ
る
こ
と
や
交

通
イ
ン
フ
ラ
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
に
時

間
が
か
か
り
、「
公
助
」
に
よ
る
迅
速

な
対
応
に
は
限
界
が
あ
る
。
一
方
で
太

平
洋
島
嶼
国
に
は
伝
統
的
社
会
制
度
の

残
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
大
家
族
制
、

教
会
を
中
心
と
す
る
相
互
扶
助
の
働
き

な
ど
、「
共
助
」
が
様
々
な
形
で
現
在

も
生
き
て
お
り
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
や
バ

ヌ
ア
ツ
の
災
害
後
も
「
共
助
」
が
災
害

の
被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
被
災
者

を
支
え
て
い
た
。
ま
た
、
自
然
環
境
と

深
く
関
わ
っ
て
生
活
し
て
き
た
太
平
洋

島
嶼
の
人
々
は
、
自
然
現
象
に
関
す
る

知
識
と
対
応
方
法
が
身
に
つ
い
て
お
り
、

災
害
に
対
す
る
「
自
助
」
の
力
が
強
い
。

　

メ
ラ
ネ
シ
ア
地
域
は
教
育
や
保
健
に

関
す
る
開
発
指
標
が
太
平
洋
島
嶼
地
域

の
な
か
で
も
低
く
、
特
に
離
島
部
で
は

中
等
以
上
の
教
育
機
会
が
限
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
て
も
、

住
民
に
影
響
力
を
持
つ
教
会
や
リ
ー
ダ

ー
が
中
心
と
な
っ
た
災
害
に
対
す
る
啓

発
や
、
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
・
マ
ッ
プ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
を
使
っ

た
「
イ
ン
パ
ク
ト
警
報
」
の
手
法
は
、

住
民
自
身
の
災
害
対
応
力
を
高
め
る
効

果
が
認
め
ら
れ
る
。

●
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
の
防
災

学
び
あ
い

　

災
害
は
人
命
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
開
発
の
成
果
を

一
瞬
に
し
て
無
に
帰
し
て
し
ま
う
。
太

平
洋
島
嶼
国
は
「
隔
絶
性
」「
遠
隔

性
」「
狭
小
性
」
と
い
う
開
発
に
お
け

る
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
災
害
の
ハ

ザ
ー
ド
が
大
き
い
う
え
に
、
気
候
変
動

に
よ
り
そ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
防
災
先
進
国
を
自
認
す
る

わ
が
国
を
は
じ
め
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、

こ
れ
ら
の
国
々
に
対
し
て
事
前
の
被
害

軽
減
と
対
応
力
向
上
、
お
よ
び
発
災
時

の
緊
急
対
応
の
協
力
を
拡
充
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
事
例

か
ら
、
太
平
洋
島
嶼
は
災
害
に
対
し
て

脆
弱
性
が
高
い
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、

自
助
、
共
助
に
よ
る
強
い
対
応
力
、
強

靭
性
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
も
併
せ
持
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ

の
要
因
と
し
て
は
、
伝
統
社
会
の
な
か

で
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
び
つ
き

が
強
い
と
い
う
「
社
会
構
造
」、
自
然

と
の
共
生
と
い
う
人
々
の
「
生
活
様

式
」、
そ
し
て
「
啓
発
・
教
育
」
と
い

う
三
つ
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
で
も
災
害
経
験
を
繰
り
返
す
な

か
で
、
人
々
の
間
で
様
々
な
教
訓
や
伝

承
が
伝
え
ら
れ
、
ま
た
行
政
は
災
害
へ

の
対
応
経
験
を
積
み
、
こ
れ
ら
を
も
と

に
し
て
世
界
の
防
災
の
取
り
組
み
を
リ

ー
ド
し
て
き
た
。
一
方
で
、
大
都
市
圏

を
中
心
に
経
済
と
人
口
の
集
積
が
進
む

に
つ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り

は
希
薄
と
な
り
、
ま
た
高
度
な
イ
ン
フ

ラ
に
社
会
と
個
人
が
過
度
に
依
存
し
て

い
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
災
害
へ
の
脆

弱
性
を
高
め
抵
抗
力
を
失
わ
せ
て
い
る

こ
と
も
、
東
日
本
大
震
災
を
通
じ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

自
助
、
共
助
に
よ
る
災
害
へ
の
対
応

力
の
高
さ
は
、
む
し
ろ
太
平
洋
島
嶼
国

か
ら
先
進
国
が
学
ぶ
べ
き
点
で
も
あ
ろ

う
。
災
害
に
関
す
る
国
際
協
力
は
、
先

進
国
か
ら
開
発
途
上
国
に
向
け
た
一
方

通
行
で
は
な
く
、
お
互
い
に
教
訓
を
学

び
合
う
関
係
性
の
な
か
で
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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